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（１） 会社概要と沿革

商号 株式会社ハマイ
ＨＡＭＡＩ ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ ＬＴＤ．

本社 東京都品川区
代表者 代表取締役社長 浜井 三郎
創業 １９２７年（昭和２年）２月１日
資本金 ３億９５３０万円
従業員 209名
売上高 ９６億９２００万円

事業内容 １．各種弁類の製造及び販売
２．高圧ガス関連機器の
製造及び販売

３．不動産の賃貸
４．コンピューター関連機器等
の販売

連結子会社 子会社 2社
関連会社 3社
（2006年12月期）

1927年2月 故浜井栄会長が
ガス溶断機の製造を目的
に浜井製作所創業

1953年8月 ＬＰ容器用バルブの
製造を開始

1960年11月 府中市に
府中工場を新設

1972年2月 日本証券業協会に
店頭登録

1974年5月 千葉県に
大多喜工場を新設

1989年6月 大多喜工場に
容器用弁新設工場完成

1993年4月 株式会社ハマイに
社名を変更

1996年10月 府中工場新設
2004年12月 JASDAQ市場に上場

沿革沿革
会社概要会社概要
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（２） 事業内容

バルブ事業バルブ事業

①① ＬＰガス容器用バルブＬＰガス容器用バルブ

②② 配管用バルブ類配管用バルブ類

③③ 高圧ガス関連バルブ類高圧ガス関連バルブ類

④④ その他その他

不動産賃貸事業不動産賃貸事業

その他事業その他事業
・・・コンピューター関連機器等・・・コンピューター関連機器等

の販売（子会社）の販売（子会社）

【2006年12月期 事業別売上構成】

バルブ事業 ８２．５％バルブ事業 ８２．５％

不動産賃貸 ５．０％不動産賃貸 ５．０％

その他事業
１２．５％

その他事業
１２．５％

売上高売上高
9696億億92009200万円万円

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

ﾊﾞﾙﾌﾞ売上高
79億9100万円
ﾊﾞﾙﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞ売上高売上高

7979億億91009100万円万円

％

42.2

20.3 19.9 17.6

■ LPG容器用ﾊﾞﾙﾌﾞ

■ 配管用ﾊﾞﾙﾌﾞ類

■ 高圧ｶﾞｽ関連
ﾊﾞﾙﾌﾞ類

■ その他
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（３）バルブ事業の特徴

ＬＰガス容器用バルブ

配管用バルブ類

高圧ガスバルブ類

『『高圧ガス保安法高圧ガス保安法』』に基づきに基づき
法規制・許認可・資格など厳しい管理が必要法規制・許認可・資格など厳しい管理が必要

超高圧

高 圧

低 圧
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（４）当社の特徴

① ＬＰガス容器用バルブの国内最大手① ＬＰガス容器用バルブの国内最大手

ＬＰガスの年間需要総数

当社 ４５％

年間需要総数

その他３社合計 ５５％その他３社合計 ５５％

2,027 1,993
2,559

2,931 2,922

379 388

396

404 454

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

2002.12 2003.12 2004.12 2005.12 2006.12

家庭用バルブ 業務用バルブ

（百万円）

ＬＰガス容器用バルブ
カテゴリー別売上高の推移

圧倒的なシェア
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（４）当社の特徴

②効率的な生産体制と徹底した品質重視経営②効率的な生産体制と徹底した品質重視経営

『品質管理委員会』を毎月実施

量産品量産品
素材搬入から製品出荷までを全自動化

少量多品種製品少量多品種製品
最新鋭複合工作機械を導入し24時間無人稼動

社 長

大多喜工場長府中工場長

ＩＳＯ認証取得への取組み

●●●●大多喜工場大多喜工場

●●●●府中工場府中工場

ＩＳＯＩＳＯ1400114001ＩＳＯＩＳＯ90019001

顧客ニーズにあった、早くて、安価で、顧客ニーズにあった、早くて、安価で、高高
品質な製品を作ることができる体制品質な製品を作ることができる体制
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（４）当社の特徴

技 術

生 産 販 売

③永年の経験とノウハウの蓄積で
培った高い技術開発力

③永年の経験とノウハウの蓄積で
培った高い技術開発力

燃料電池自動車向け水素タンク用バルブ
の大手自動車メーカーとの共同開発

技術・生産・販売の一体化により
顧客ニーズに合った技術開発を実現

次世代ｴﾈﾙｷﾞｰへのシフト

・地球温暖化対策に伴う環境への
配慮

・エネルギー安全保障の面

・水素を扱うにあたり超高圧に耐えうる
バルブ開発への着手
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（４）当社の特徴

④永年の経験とノウハウの蓄積で
培った高い技術開発力

④永年の経験とノウハウの蓄積で
培った高い技術開発力

顧客ニーズを意識した安全かつ安心で幅広い活用力を顧客ニーズを意識した安全かつ安心で幅広い活用力を
有した新バルブへのアプローチ有した新バルブへのアプローチ

※ポイント
有害物質を極力低減した真鍮材料を全ての金属部分に採用。
また、低融点合金に従来含有されるカドミウム、鉛を一切含まないも
のを採用。

開閉が一目で開閉が一目で
分かりポリカ分かりポリカ
ーボネートをーボネートを
使用しており使用しており
耐久性にも優耐久性にも優
れるれる

低公害、低有害低公害、低有害
物質を使用した物質を使用した
エコロジカルエコロジカル
バルブバルブ

レッド＝ＯＰＥＮ ホワイト＝ＣＬＯＳＥ
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（５）業界環境

原材料価格の上昇が業界に与える影響

規制緩和による法定バルブ
交換期間延長の影響

新分野開発
の必要性

■ プロパンバルブの大型化

■ 主力商品の拡販

■ 新規開発商品の販売化

主材料の黄銅材の価格上昇

国内設備投資に明るい兆し

インフラ建設ラッシュが続く中国とアジアの
需要増加が……

一方で・・・

配管用バルブ部門、高圧ガスバルブ及び
ガス関連設備機器部門が好調に推移
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① ＬＰガス容器用バルブ ～主力製品群～

使われている
場所の画像

バルブの
画像

業務用LPガス家庭用プロパンガス

LPガス自動車（タクシー） 特 徴

•• 日本の世帯数の半数以上で使用される日本の世帯数の半数以上で使用される

•• LPLPガスはクリーンエネルギーガスはクリーンエネルギー

•• 持ち運びができ災害に強い持ち運びができ災害に強い

•• 安定した需要が見込める安定した需要が見込める
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② 配管用バルブ類 ～主力製品群～

プラスチック成形機

半導体製造装置 乳飲料製造装置

特 徴

•• 配管用のバルブ配管用のバルブ

•• 近年半導体製造装置用バルブが伸びる近年半導体製造装置用バルブが伸びる

•• 少量多品種少量多品種
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③ 高圧ガスバルブ類 ～主力製品群～

医療用

ダイビング

自動車

半導体

特 徴

•• 超高圧ガスへの対応が急務超高圧ガスへの対応が急務

•• 燃料電池用水素タンクバルブなど燃料電池用水素タンクバルブなど

•• 医療、防災向けも今後伸びる傾向医療、防災向けも今後伸びる傾向

•• 少量多品種少量多品種
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経営方針について

徹底した品質・コスト管理及び徹底した品質・コスト管理及び

見える経営の推進による利益意識の共有化見える経営の推進による利益意識の共有化

①① ５Ｓの徹底と実施（品質向上）５Ｓの徹底と実施（品質向上）

②② コスト管理の徹底（原価低減）コスト管理の徹底（原価低減）

③③ 収益のある経営（社会的責任）収益のある経営（社会的責任）

技術開発技術開発力力によるによる強化強化

業績に連動した配当業績に連動した配当政策政策

開示経営、環境経営、
そして『企業の社会的責任』を意識した経営

開示経営、環境経営、
そして『企業の社会的責任』を意識した経営
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２００６年１２月期連結決算のハイライト

69.912.21,198▲23.38.6838▲11.712.61,093営業利益営業利益

72.713.21,296▲20.39.7942▲9.413.71,182経常利益経常利益

達成率達成率
（％）（％）

72.6

83.2

103.6

98.8

通通 期期 計計 画画

20062006年年1212月期月期20052005年年1212月期月期

7.8

23.2

76.8

100.0

構成比
（％）

760

2,273

7,526

9,800

金額

▲23.0

▲9.8

19.1

12.1

前年同期比

（％）

▲3.7

▲4.1

7.0

4.0

前年同期比

（％）

5.75528.3718当期純利益当期純利益

19.51,89224.32,098売上総利益売上総利益

80.57,80075.76,550売上原価売上原価

100.09,692100.08,648売上高売上高

構成比
（％）

金額
構成比
（％）

金額

通通 期期 実実 績績通通 期期 実実 績績

（単位：百万円）

●当社製品の主材料である黄銅材の価格高騰の影響により、黄銅削り粉の販売単価が値上がりしたため、売上増
●一方収益面に関しては、材料費の値上がりにより原価が上昇したため、減益となりました。
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8,312
8,648

9,692

6,932 7,084
1238

838855

990

1,305

334

547

746 718

552

837
928

1093 942

1,182

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

売上高 営業利益 経常利益 純利益

売上高・営業利益・経常利益及び純利益の推移売上高・営業利益・経常利益及び純利益の推移
（百万円）（百万円）
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セグメント別売上高の推移セグメント別売上高の推移

5,316 5,613

6,665 6,865

7,991

487
486

485
487

485

1,127
984

1,162
1,295

1,215

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

バルブ事業 不動産賃貸事業 その他事業

（百万円）

ﾊﾞﾙﾌﾞ事業では、半導体業界を中
心とした需要が好転し、また販売
数量・単価ともに増加したため、前
期比18.7％の増加となりました。

設備投資関連・半導体関連業界
が好調に推移し、また当社製品の
主材料黄銅材の価格高騰の影響
により黄銅屑削り粉の販売単価が
値上がりしたため、売上増加
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カテゴリーカテゴリー別別バルブバルブ売上高の推移売上高の推移

2,406 2,382
2,955 3,335 3,376

1,214 1,463

1,620
1,386 1,6201,249

1,323

1,462 1,395
1,587

447
445

628 749

1408

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
LPG容器用バルブ 配管/ボールバルブ 高圧ガスバルブ その他

（百万円）

LPG容器用ﾊﾞﾙﾌﾞは数量・単価
ともに増加、半導体関連も好調に
推移したため売上増加

主材料である黄銅材の価格
高騰に伴い行った価格転嫁
が思うように推移せず売上は微増



http://www.hamai-net.com

20

セグメント別セグメント別営業利益営業利益の推移の推移

（百万円）

514
601

902
764

503

306

305

304

314

324

16

20

31

14

10

0

300

600

900

1,200

1,500

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

バルブ事業 不動産賃貸事業 その他事業

バルブの主材料である黄銅材
の値上がりによる原価の上昇
及び設備関連バルブの需要減に
伴い利益を圧迫

材料価格が予想以上に高騰
し、原価率が上昇したため、
利益を圧迫
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２００７年１２月期連結決算の見通し

▲20.3

▲23.3

▲3.7

▲9.8

19.1

12.1

前期比
（％）

▲14.0

▲7.8

▲2.8

▲5.1

▲16.0

▲13.9

前期比
（％）

9.78109.7942経常利益

9.27738.6838営業利益

12.31,02310.91,053販管費

21.51,79619.51,892売上総利益

78.56,55080.57,800売上原価

100.08,346100.09,692売上高

構成比
（％）

構成比
（％）

2007年12月期（予想）2006年12月期（実績）

―

―

―

―

―380―416減価償却

―350―448設備投資

（単位：百万円）



▲▲13.913.9

▲▲19.719.7

0.20.2

▲21.5

8.4

1.9

▲28.6

▲▲13.913.9

前期比前期比
（％）（％）

12.112.1

▲▲6.26.2

▲▲0.40.4

88.0

14.5

16.1

1.2

16.416.4

前期比前期比
（％）（％）

13.21,10514.51,408その他

構成比構成比
（％）（％）

構成比構成比
（％）（％）

100.0100.0

11.711.7

5.85.8

20.6

19.8

28.9

82.582.5

100.0100.0

12.512.5

5.05.0

16.5

16.7

34.8

82.582.5ﾊﾞﾙﾌﾞ事業ﾊﾞﾙﾌﾞ事業

高圧ガス容器用バルブ

配管用バルブ

ＬＰガス容器用バルブ

1,6501,620

2,4093,376

1,7201,587

8,3468,3469,6929,692合計合計

9769761,2151,215その他の事業その他の事業

486486485485不動産賃貸事業不動産賃貸事業

6,8846,8847,9917,991

20020077年年1212月期（月期（予想予想））20020066年年1212月期（月期（実績実績））
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セグメント別売上高見通し
（単位：百万円）
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計画数値達成のための戦略

素材高騰対策素材高騰対策
■原材料の高騰による市場対策が急務
■素材高騰対策への更なる取り組みとコス
ト削減の努力

新製品の開発新製品の開発
■環境対策となる水素燃料電池関連の新エ
ネルギー機器の改良、実用化に向け開発
の継続

■新素材による商品開発などへの取り組み

社内システムの社内システムの
整備整備

■財務・販売管理システムの完全ネットワー
ク化の整備

■社内間における情報の迅速な把握及び
管理体制の効率化の実現
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ありがとうございました。

ＩＲに関するお問合せ先

株式会社ハマイ 広報・ＩＲ室

ＩＲ担当役員
取締役管理本部長 広報・ＩＲ室長 入江 万峯

ＩＲ事務連絡責任者
管理本部 次長 ＩＲ担当 志村 孝男

将来の見通し等に関する注意事項
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでありません。
本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。
また将来における当社の業績が、現在の当社将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。
また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、
完全性を保証するものではありません。
本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されること
を前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


